
広瀬光治 / ニットデザイナー
6回めを迎えたビーズビエンナーレには多くの力作が集まりました。毎回感じる事ですが、各々の作者
の思いが、ビーズの輝きと共に、見る人の心を打つものがあります。デザインを考え、製作に至るまで沢
山の試行錯誤もあった事でしょう。各審査員も投票に熟慮しながらの時間でした。実際に身に付けたと
きと見た目の違う物があったり、ビーズの作品だと思えないフォームの作品があったりと、とても新鮮で
した。「広瀬賞」のバッジは、“エレガント”の一言です。細部の仕上げも見事でした。今後も更なる研鑽
に励んでいただきたいと思います。

高橋 良子 / 文化学園大学 元教授
応募作品の技術レベル、芸術性が非常に高く、佳作以上の作品と入賞作品との違いが分かりにくい
ほどの力作揃いで、大変見ごたえのある作品が多く応募され、審査では悩みました。上位賞に『和』を
表現された作品が例年より多く受賞されました。それぞれ技法やコンセプトが違い、様々な魅力溢れ
る作品で、日本人ならではの感性のすばらしさを再認識させられました。また、表現方法の多様化、制
作素材の工夫などからも、今後を期待できる作品が、数多く応募されたと感じました。

大工原　睦 / 文化服装学院 専任教授
今回も非常にレベルの高い作品が揃い、審査では大変悩みました。受賞された皆さま、誠におめでと
うございます。一つひとつの作品を前に、費やされた時間と情熱を思い、作り手の皆さまに深い尊敬
の念を抱きました。すべての作品から溢れる豊かな創造力と表現力に、心を動かされました。ビーズと
いう素材から生まれる表現の奥深さと無限の可能性、その面白さを改めて感じています。審査をしな
がら、多くの学びと刺激をいただきました。貴重な機会をありがとうございました。

周藤 紀美恵 / ビーズアーティスト
一つひとつ丁寧に仕立てられたモチーフが重なり合い、吉祥文様が織りなす華やかさの中に、平和
への願いが力強く、そして美しく表現された作品です。色彩の組み合わせやビーズワークの完成度は
もちろん、作品全体から伝わるストーリー性にも心を動かされました。コスチュームジュエリーという
枠を超え、日本の伝統美を現代のビーズアートとして見事に昇華した高い表現力を評価し、「周藤紀
美恵賞」として選ばせていただきました。

インターナショナル ビーズビエンナーレ ひろしま 2026 公募展 
審査員からのコメント



山仲 巌 / トーホー株式会社 代表取締役
インターナショナル ビーズビエンナーレ ひろしま 2026」にご応募いただいた作家の皆様、ならびに
ご来場、ご支援をいただきました皆様に、心より厚く御礼申し上げます。

2年に一度のビーズアートの祭典として歩みを重ねてきた本公募展も、おかげさまで今回で「6回目」
のコンテストを迎えることができました。振り返れば、回を重ねるごとに国内外から寄せられる作品の
レベルは高まり、毎回、非常に洗練された作品が多く出品されていることに驚かされるとともに、深い
感銘を受けております。

一様に穴が開いているだけの小さなガラスの玉が、皆様の多様な技法と豊かな感性によって、これほ
どまでに個性的で美しい芸術作品へと昇華する姿には、いつも目を見張るばかりです。審査会場で一
つ一つの作品と対峙する時間は、私にとってまさに至福のひと時でした。

大賞をはじめとする各賞に輝いた作品はもちろん、惜しくも賞を逃した作品も含め、出品されたすべ
ての作品には、作家さんの情熱や表現したい世界、そして温かい「想い」がぎっしりと詰まっています。
ビーズを紡ぐ一針一針に込められたその大切な想いを想像するだけで、審査員一同、胸が熱くなると
同時に、ビーズアートが持つ無限の可能性とパワーを強く実感いたしました。

さて、これまで多くのアーティストの皆様の挑戦と交流の場として親しまれてきた本公募展ですが、コ
ンテスト形式での開催は、今回の第6回をもって最後とさせていただくこととなりました。コンテストと
いう形は一度区切りを迎えますが、皆様がこれまでこの場所で培ってきた素晴らしい技術、そしてビー
ズに込めた熱い想いは、これからも色褪せることなく、これからのビーズアート界の未来へと引き継が
れていくものと確信しております。

最後になりますが、これまで本コンテストを支え、素晴らしい作品で彩ってくださったすべての作家の
皆様、そして開催にご尽力いただいた関係者の皆様に、心からの敬意と満身の感謝を捧げます。コン
テスト形式は最後となりますが、ビーズを愛する皆様の創作活動が今後さらに発展し、新たな輝きを
放ち続けることを心より願っております。


